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日本 WH O協 会 会 長

中 野  種 一 郎

「目でみ るWH OJ冊 子 第一 号 の発刊 に際 して は各方 面 の ご援 助 ご協 力 を こ こに深 く感

謝 い た します。 弓1続 き第二 号 を発行 い た しま したの で ご挨 拶 申 し上 げ ます。

申す まで もな く、 WHOは 国 際連 合 の 中 で保 健徳 生 部 門 を担 当 す る専 門機 関 で あ る以上

私 た ちの仕事 は必 然 的 に健康 とい う問題 に集 約 され る と思 い ます。

WHOは その憲 章 の前文 で、健康 とは単 に疾病 又 は病 弱 の存在 しな い こ とで は な く、完

全 な肉体 的精 神 的 及 び社 会 的福 祉 の状 態 で あ る と表現 して い ます。

然 しなが ら健康 の問題 と申 して も、公 害 、職 場 や生 活環 境 な ど憲 章 の前文 の意 味 す る如

く、精 神 的或 は肉体 的 に健康 の破 た んや消 耗 が
一
層 増 大 す る こ とが予 想 され る今 日、如何

に健康 で過 す こ とが大切 で あ るか ご理 解 頂 け るこ と と存 じます。

WHOジ ュ ネー ブ本 部事 務 局 は1969年 世 界保 健 デー に あ た り 「健康 、労働 及 び生産 性 J

とい う標 語 を採 択 しま した。 こ れ は
―
世界 の人 間 が健康 体 で あ る こ とが労働 力 をたか め 、生

産 性 をあげ る結 果 とな り、 ひ いて は生 活 向上 に直 結 しそれ が世 界 の平 和 に寄 与 す るか らで

あ ります。

私 は当年 94オ に な りま したが 、い ま もって か く錬 と して お り、日本 WHO協 会 の 「あ な た

の健康 、わ た しの健康 、世 界 の平 和」の標 語 の下 、職 分 を通 じて社 会 に奉 仕 してお ります。 又

機 会 あ るご とに長 生 きの談 と して、何 人 も 日常 生 活 の上 に は″ぶ配 は必 ず あ るが心 痛 が あ っ

て は な らな い。 心 痛 が肉体 を害 し早 死 にす るの で あ る。 これ が成 人病 で あ る。 腹 入分 目 と

年 令 に応 じた適 度 な運 動 が輝 然 融和 した結 果 で ある とお話 しを致 して お ります。

近代 化 の進 ん だ今 日健康 を阻害 す る要 素 が い ろ い ろ あ るが 、要 す るに健康 は他 か ら与 え

られ る もの で な く国民 ひ と りひ と りが 自 ら築 くべ き もの で あ る。 保 健衛 生 に関 す る知 識 を

もち旦積 極 的 に協 力す るこ とが 、国 民 の健康 を向上 す る上 に最 も重要 で あ る こ とをご理 解

い た だ きWHO精 神 の普 及徹底 に ご支援 ご協 力 を賜 わ ります よ うお願 い 申 し上 げ ます。

なお各位 には 、健康 を保 って一 日 も長 生 き して頂 きます こ とを切 にお祈 り申 し上 げ ます。

WH Oと 紋 章

W H O (世 界保 健機 関 )と は 、国連 の仕 事 の うち保 健街 生 の分 野 を

受 |ナ持 つ専 P弓機 関
‐
でWorld Health Organizationの 頭 文 字 を とって 、

W H O (ダ ブ リュ ・エ イチ ・オー )と 呼 ん で い る。

その 目的 は全 人類 の健康 を守 るため に 、世 界 の 国 々 が力 をあ わせ努

力 しよ う とす る もの で あ る。

なお W H Oの 紋 章 は、国連 紋 章 の 中央 に医術 の神 とい われ るヘ ビ と

ギ リシャ の医神 イ ス キ ュ レピア スの杖 を配 した もの で あ る。
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て の 人 民 の 健 康 は 世 界 の 平 和 と安 全 を 達 成 す る基 礎 で あ る  wHo暮 章芋=f



101ガン圃
すべ ての人 民 の健 康 は、平和 と安 全 を達 成 す る基 礎 で あ

り、個 人 と国家 の完 全 な協 力 に依 存 す る。

《WHO悪 章前文 より》
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増加 す るガ ンの原 因究 明 の た め、 1 9 6 5年に フ ラ ン

ヨンに国 際 ガ ン石升究機 関 が倉じ立 され た。



部 位 別 死 亡 割 合 (百 分 率 )の 国 際 比 較
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101貧 圃
章福 に な る権 利
~べ
て人 は衣 食 住 、 医療 、お よび必要 な社 会 的施 設 に よ

、 自己お よび家族 の健 康 、 お よび福 祉 に十 分 な生 活 水

三を保 持 す る権 利 を有 す る。   《 世界人権宣言 第25条》
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四つの 基 本 的 な人間 の 自由の 一 つ

は 、欠 乏 か らの 自由 で あ る。

一F,Dル ー ズベ ル トー

これ は世 俗 的 な言 葉 で云 えば 、各

国 にその住 民 の た めの健 康 で平 和

な暮 ら しを確保 す る経 済 的 な理 解

を意 味 す る。
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101公害回
国政 府 は、 自国民 の健 康 に関 して責 任 を有 し、 この責 任 は充分 な保 健 的 、 お よび社 会 的措

を執 る こ とに よっ ての み果 す こ とが で きる。            《 wHO惑 章前文 より》
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空 の交 通 量 が ます ます ふ え るにつれて =上

近 くの学 校 は その騒 音 に1悩ま され る 義 言 =キ

の た めの 国 際会 議 は、教 師 の声 が航 空技
~三
|

に か き消 され るた め、援 業 時 間 の半 分 ■ =■

な る こ と もあ る と幸R告 して い るc戸 夕(て
~■

は放 棄 しな けれ 〔ゴな らず 、 教 師 も子 イ共 i尋三主

た め に消耗 す る。入念 な防吉 装 置 とか手 ■ ■

所 への学 校 の移 転 は、経 費 が か さみ 実行 て |

い こ とが しtゴし〔ゴあ る。

多 くの職種 の 労働 者 が騒 音 に さらされて 、 考

重 工 業 、 建 設 お よび輸 送 、 鋳 造 、 織 物 、 1三ニ

掘 削 、爆 破 等 の 労働 者 が この 中 に含 まオiて _孔

騒 音 の もつ と も顕 徴 な影 響 は 注 意 力 散
i没 =‐

感 か ら聴 力欠損 に までお よんで い る。
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団住宅難回
精神 的 お よび社 会 的福 祉 の完 全 な状態 で

た は病 弱 の存 在 しな い こ とで はない。

《wHO悪 章前女 より》

逮衰 とは、 肉体 的 、

あ り、単 に疾 病 、 ま

く ブ ラ ジ ル に お け る

モ ダ ン な ビル と トタ ン屋 根 の 家 との

奇 妙 な対 貝R
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団サ リ ドマイ ド禍団
丁 LI達全 な発 育 は、基 本 的重要 性 を有 し、変 化 す る全 般 的

fiキ で 、調和 して生 活 す る能 力 は、 この よ うな発 育 に欠

二 =の で きな い もの で あ る。     《 W H O憲 章 前文 より〉

それ で もボ クは書 く

… … マ マ 、 ぼ くも、 が っ こ うに い け るの ?… …  ノ

は、給 食 もた べ られ る し、 な ん で もや れ る ん だ .  :

て た…… ・チ ョー クが に ぎれ る………か けた ぞ…… ほ

… …
」 友 だ ち に負 け まい と、 け ん め い に仲 間 を追

す

姿 に は、 日吉さはな い。

幸
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ボ クた ち に も未来 が あ る

ほれ 、私 、 こん な に風 船 をふ くらます こ とが で きる。手 はタトさい け
れ ど… … 。人 間 と して の希望 と未 来 は人 一 倍 デ ッカ ィん だ。風鵬 の

中 に未 来 の ね が い を こめ て。ポ クだ っ て、規 指 が な い けれ ど 自動 車

を楽 し く握 り しめ る こ とが で きる。



1948年 4月 7日

世 界 保 健 機 関 (WHO)誕 生
一つ の病 気 が 、一 つ の大 陸 か ',他の大

た に伝 播 す る こ とを防止 し、 また全世 界

!り、類 が alr康を維持 し増 進 す るため には 、

:司際 的 な協 力 が必要 で あ り、 その ため の

を カ カギこ″Lま で触 ネ己に Hっ て続 け ら″L

て きま した。

第 2次 大 戦 が終 る直 前 の 1 9 4 6年 6月 に

と イナ回 が 「国際連 合」 を組 織 して 、世 界

と 平和 を維持 し ょ う とサ ンフ ラ ン シ スコ

て 会議 を開 きま した。 その時 、 ブ ラ ブル

上中同 の代 表 か ら、保 健衛 生 の分 野 で も、

:=体 的 な常 設機 関 を設 け るべ きだ との意

屯が出 され 、全 会 一 致 で これ を可 決 い た

ャま した。

そ して この案 は、 ロ ン ドンで開 か れ た

第 1□ 国際連 合経 済社 会 理 事 会 で も採 り

,11と','と、翌 年 6月 19日 か ら 7月 22日 ま

て エ ニー ヨー クで開 かれ た国際 保 健 会議

て 、 共 体 的 な問題 が本目言炎され ま した。

そ の結 果 、国際連 合 の仕事 の うち保 健

■
11この分 野 を受 け持 つ専 門機 関 とす る こ

と11な り、機 関 の名称 を世 界保 健機 関 、

ヽヽ
‐
Orld  Health  Organizationi=ワ ー クレ

|・ ヘ ブレス 。オー ガニゼ イ シ ョン)と 決

め 、頭 文 字 を とってWHO (ダ ブ リュ ・

エ イチ ・オー )と ]子ぶ こ とに し、 その=里

と、 日的 、機 構 、組 織 、活動 範 囲 を規 定

したWHO憲 章 が作 り上 げ られ ま した。

そ して この会議 の最 終 日に61ヵ 国 が この

ど 章に調 印 したの で あ ります。

とか し、 この憲 章 は国際連 合 に加 盟 し

て v るヽ2 6ヵ 国 の批 准 を了 えて は じめ て効

す」を発生 す る よ うに、憲 章 自体 の 中 で定

め て いたの で 、 それ が実現 したの は約 2

f年後 の 1948年 4月 7日 で あ り、 こ の 国に

|とl iとじめ ての世 界各 国 が一 つ の組 織 の

下たそ の力 を結 集 し、世 界中 の 人 び とを

で きるだ け高 い健康 水 準 に引 きあげ よ う

とす る世 界的 な保 健機 関 が生 まれ たの で

Vす
。

続 く6月 に は、第 1回 の世 界保 健総 会

を開 いて 、今 まで の国際連 盟 の保 健部 や 、

パ リに あ っ た公 衆衛 生 国際事 務 局 の保 健

部 の財産 、事 業 等 の引 き継 ぎを行 な い、

WHOの 事 業 計 画 お よび予 算 の採 択 、加

盟 国 の分 担 金害」当等 の事 業 をお し進 め ま

した。 こ う して お局善立 て が整 っ て VヽH O

が その事 業 を開 始 したの 1よ、 1 9 4 8年 9月

1日 か らで あ ります。

世 界保 健 デー は、W H Oの 憲 章 が効 力

を発 生 して 、 い わ ば W H Oが 誕 生 した

1 9 4 8年 4月 7日 を記 念 す る 国で あ り今 年

の 4月 で 2 1年 目 を迎 えたわ け で あ ります。

WHOの 組 織

現 在 WHOに は、 13 1の 国 々が加 盟 し、

その本部 を スイ スの ジュ ネー ブ に置 いて

い ます。

内部 機 関 と して世 界保 健総 会 、執行 理

事 会 お よび本部 事 務 局 の 3つ が あ り、 こ

の他 に世 界の 6地 域 に それ ぞれ地 域 委 員

会 と地 域事 務 局 か らな る機 関 を置 いて い

ます。 これ らの機 関 で は、 つ ぎの よ うな

イ士写チを して い ます。

(1)世 界保 健 絡 会

加 盟 国 の代 表 で構 成 され る立 法機 関 で 、

毎 年 1回 (通常 5月 )開 催 され 、WHO

の方 針 や計 画 を決 定 し、予 算 を採 択 し、

また執 行 理 事 会 や事 務 局 の上 級 機 関 と し

て その指 導 監 督 に当 っ て い ます。

(2)執 行理 事 会

保 健総 会 が送 出 した24の 理 事 国 が任 命

した24メ、の委 員 に よって構 成 され 、保 健

総 会 が決 定 した政 策 を実 施 し、補 足 して

い く執行機 関 で、毎年 2回 会議 を開 いて

います。

(3)本 部事務局

本部 はスイスジュネー ブにおかれ、 ■

門家 や事務職 員 によって、WHOの トト

の事務 を担 当 し、 またWHOの 報告書 メ

予算書 を作 成 して理事会 に提 出 してい 三

f。

(4)地 域 委員会および地域事務局

地域的 な事項 に関す る政策 を立 て、地

域 内のWHO事 業計画予算 を作成 し、 二

れが総会 で認め られ る と、WHOが 各 iF‐i

に与 える技術援助 や予算 が きまるわ |十て

f。

その地 域 お よび事 務 局 の所 在 地 は 、 ど

― ロ ッパ地 域 (コペ ン⌒ 一 ゲ ン)ア フ

カ地 域 (ブ ラザ ー ヴ イル )東 地 中海 地 工i、

(ア レキサ ン ドリア )東 南 ア ジア地 域

(ニ ュー デ リー )西 太 平 洋地 域 (マ ニ
ニ

南 Jヒア メ リカ地 域 (ワ シ ン トン)と な
一

て い ます。

( 5 )専 門 家諮 問部 会 お よび 専 門 家 委 員 会

WH OttP弓 家 諮 問部 会 お よび専 Ftttそ

員会 はWHOの 事 業 を技 術 白勺に最 も,ll

だ もの で あ る よ うにす る ため 、 また技 i

新 しい研 究 の成 果 に も とず いてWHOi

事 を処 理 し得 るため に公 衆街 生 、医域 、

薬 事 の あ らゆ る分 野 につ いて全世 界 r共

高権 威 者 を厳選 して網 羅 した もの で キ,

て 、現 在 44の 部 会 が あ り、 この部 会 す `

ンバ ー は、常 時 に は文 通 で その技 術 由をi

識 をWHOに 提 供 し、 ま た時 に は そデ ::

か ら更 に選 出 され て個 々 の専 門家 委 it ri

に 出席 して言寸議 をイ子な うこ ともあ り、テi

死ニネ勺 2,500巧る'火J生しつ迎士ラ早。つ弓待卓針が 奔る高lj毛

つ らね て い ます。



′ 毛t二■主、WHOに つ い て早 くか ら深 い

ャ毛 とす夕、第 1回 総 会 以 来 オ ブザ ー バ ー

・、こ ャて 加1盟の時 期 を待 って い たの です

■tギ,18年 前 の昭 本[12 6年にイ予な われ た

‐ :iヽヽ
・
HO世 界保 健総 会 にお いて75番 目

i=: i  i iとして同年 5月 16日正 式 に認 め ら

加 盟 国 と しての 義 務

ヽヽ HO.二 りII盟した わ が国 は 、 まず分 担 金

々 と … うRオ政上 の義 務 が あ ります。

1 ケ lii往は、各加 盟 国 の 国民 所得 、 人

|を 申:ξ娃|二して国連 カラこめ たう i`旦士摩率 を

~  子
て きたW H Oぢ 虫自の士ヒ率 を もって 、

H() 1 1 1 1町 事業予 算 の経 費総 額 か ら害」り

:、 各 111に告」り当 て る もの で あ ります。

f i i:i ヤ場 合 、 今 年 1よ、  213万 ドル手馬貨

rtrを 6千 9百 万 円 の分 担 金 を支担、

11を とっ て い ます。

:′itf他 の義務 と してWHOの 伝 染病
｀
ど1  ち ナ」の一 つ と して、定 期 的 に、 わ

十 fデ.=る 伝 染病 の 発生状 況 を送 付 報告

―
 、 ァなFiiゎが回 の公衆術 生概 況 報告 を

ミ ェ_て ヽ HOに 送 るほ か 、子li生関 係 資

ri t t 北ヽ ri l報告 書 も提 出 して い ます。

WHOへ の 寄 与

i f【: :ど, ;年に加盟 して以 来 、 わ が「I Tと して

先張 iけな十1 :事以 外 にヽヽr H  Oに 対 し、 多数

年1号を して い ます。

1 5 1lF父的 な面 で は、 1958年 にマ ニ ラの

HO出 ′く`1を洋地 域事 務 すもの再 廷 資 金 と し

~ 'ダ
ト 'レを f【flユし、 ま た 1960均卜と61年二に

サ‐1 : iを■ 枕快 で行 なわれ たW H Oマ ラ リア

'こ:1+山iデ)十Ⅲ冴J会 言|‐に対 し、 そ オLぞ ″し1万

r  i年 十」をイテな Vヽま した。

二|こV H Oの 重 要 な組 織 の一 つ で あ る

執行 理 事 会 につ いて は、 す で に 1954年 の 5

月 か ら1957年 の 1月 まで、 3ヵ 年 の4二期 で

理 事 国 と して ,舌躍 しま した。 その後 、力口盟

国 の増加 な らび に事 業 の増 大 を理 由 に憲 章

の改 正 が行 なわれ理 事 国 が 24ヵ 国 に な っ た

こ とを きっか け に、早れ ド1961年 2月 か ら1964

年 1月 までの 3ヵ 年 間理 事 国 の任 務 を引 き

受 け ま した。

また国際 協 力 の一 環 と して 、世 界各 国 か

らの留学 研 修 生 (WHOフ ェ ロー )の 受 け

入才ととやヽ うイ上事 カギあ ります。

加 盟 当初 は、主 と して 日本語 を理 解 す る

中国 (台湾 )か らの研修 生 が 多か っ たが 、

最 ,丘は 、 フ イ リ ッピ ン、 イラ ン、 イ タ リア 、

ア メ 1)力、 イ ン ドその他 西 太 平 洋地 域 各 国

か ら毎 年 90名 近 い人 が来 日 し、 El本の各大

学 で研 神多を受 け て い ます。

一 方 、WHO専 門家 諮 問部 会 に は 、 わが

lIBから トラホー ム部 会 、結 核 部 会等 34の 部

会 の べ 81人 の学者 が部 員 と して任 命 され て

い ます。

また力11盟国 か らの要 請 に も とづ き、 わ が

回 の保 健術 生分 野 にお け る世 界的 4fl成者 を

WHO顧 間 と して派遣 して い ます が 、現 在

まで に トラホー ム 、マ リラア対 策 、術 生 統

計 、結 核 、会 言1管理 等 16名 の学 者 を スイ ス

の本部 事 務 局 また は要 請 国 の現 地 に派遣 し

て い ます。

つ ぎに昭 和 27年 に行 なわれ たWHO西 大

F`洋 地 域イ拘生 統 計 講 習 会 を皮 き りに他 の 国

際 会議 あ るい はセ ミ十 一 を 目/1tにお いて開

催 す る機 会 が 多 くな り、開催 地 提 供 回 と し

て VヽH Oに 寄 与,す る と ともに、 こ オとら塗ギ義

を通 じて、 各 LIlからの術 生行 政 官 や術 生 技

術者 と直接 に、技 術 、1青報 の 交換 を行 な う

と と もに地 域 諸 国 との 交友 関係 の促進 、国

禁親善 の寄 与 を図 って きてい ます。 なお こ

れ まで の わが国 で開 かれ た会議 と 、 : i :、屯,

炎 セ ミナ ー 、職 業衛 生 セ ミナ ー な とl  i i i■

数 えて い ます。

わ が 国 が 受 け た技 術 援 助

W H Oか ら各 力回盟 国 に与 え 'ラア_を :【
―■

助 は 、 そ 才Lぞ オしの 国 か らの要 請 li t =

て 、 大 体 つ ぎの 三 つ の 方 法 に よ _て 十

れ ます。

①  顧 問 派遣  ②  留 学 研 1多生
~'‐

③  資 料 提 供

各 国 か らの要 請 は、 そ 才とそ夕と■jと,■、とと:

会 で討言義され 、 その結 労よよ地 lFt = 'す本 :i

らジ ュ ネー ブの本部 事務 'れこ|=よ il・,

同事 務 局長 は これ を執 行理
`算=吉 ■ 共 子‐ト

て保 健総 会 に提 出 し、WHO f r , |す 、一
i

算 の 中 に力11えます。

R乍年 まで に 、 わ が同 がWHO■ ,■ ‐′

技術援 月力rょ、 看 護 、 ネril夕、 1サ す 11  t i

病 対策 、歯 科 術 生 、術 生札 お|、 :改在 | :

食品街 生 、病 院管理 、精 村1仕Ⅲ 、

テー シ ョン、業事 行 政 お よしヽ実 i  t l‐'す・ '

の顧 間 2 8名 の派 遣 を′妥 |十て ,え こ1   ・ ヤ

術 生 関 係 資 材 1 4万 2 T‐ ト レケ f fと  ' r‐

て い ます。

その他 毎 年考えが lllク)孝十…|テ'こⅢ l!■イ ‐

2 5名 がW H Oの 資 金 t二ま 1 ,たケヽ  ■
｀

てお ります が 、 その 数 |ま昨 年 三 : :  ▼
'、

をか ぞ えて い ます.

4月 7日 は世 界保 健 デ ー

な お わ が l■lでは 、 毎 年ヽヽ
' H ( ) ! t中

 `

力 を 発 生 した 4月 7【1を  十 亨ミ̀
. l L

と し、 言己念 イ千i事を をそrを ,′て ,こ  : ‐

く に Z汁=卜rょ倉JttZ2 1)司年iクうfii.二'十 ′: イ   宝  章

は豊 か な く ら しの エ ネ 'レイ
ー  を ■ : :安

‐

い ろ い ろ の 事 業 を行 な っ て ,・ま 5


